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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第23期

第１四半期連結
累計(会計)期間

第24期
第１四半期連結
累計(会計)期間

第23期

会計期間

自平成20年
６月１日
至平成20年
８月31日

自平成21年
６月１日
至平成21年
８月31日

自平成20年
６月１日
至平成21年
５月31日

売上高（千円） 17,761,37219,281,89073,451,405

経常利益（千円） 784,6651,011,8003,550,758

四半期（当期）純利益（千円） 423,481 546,7261,802,042

純資産額（千円） 9,523,20111,229,68510,878,290

総資産額（千円） 19,096,71320,771,01121,879,517

１株当たり純資産額（円） 679.38 801.09 776.17

１株当たり四半期（当期）純利益金額（円） 30.12 39.03 128.66

潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額（円） 30.08 39.01 128.47

自己資本比率（％） 49.8 54.0 49.7

営業活動による

キャッシュ・フロー（千円）
391,487△88,9404,097,420

投資活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△197,496△1,140,117△2,574,429

財務活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△419,405△383,703△1,192,982

現金及び現金同等物の四半期末（期末）残高（千円） 4,661,2713,603,9335,216,695

従業員数（人） 476 584 603

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載

　　しておりません。　

　　　　２．売上高には、消費税等は含んでおりません。
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２【事業の内容】

当第１四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について重要な

変更はありません。また主要な関係会社における異動もありません。

 

３【関係会社の状況】

　当第１四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

 

４【従業員の状況】

(1）連結会社の状況

 平成21年８月31日現在

従業員数（人） 584(1,936)

　（注）従業員数は、就業人員（当社グループからグループ外への出向者を除く）であり、臨時雇用者数は、当第１四半期

連結会計期間の平均人員（８時間換算）を（　）外数で記載しております。

(2）提出会社の状況

 平成21年８月31日現在

従業員数（人） 577(1,913)

　（注）従業員数は、就業人員（当社から社外への出向者を除く）であり、臨時雇用者数は、当第１四半期会計期間の平

　　　　均人員（８時間換算）を（　）外数で記載しております。
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第２【事業の状況】

１【仕入及び販売の状況】

     小売事業の売上高、営業利益の金額は、全セグメントの売上高の合計、営業利益の合計に占める割合が、いずれも９

０％を超えており、また、当該セグメント以外に開示基準に該当するセグメントはありませんので、事業の種類別セ

グメント情報の記載を省略しております。

    (1）仕入実績

　当第１四半期連結会計期間の仕入実績を事業の部門別に示すと次のとおりであります。

事業部門別の名称
当第１四半期連結会計期間
（自　平成21年６月１日
至　平成21年８月31日）

前年同四半期比（％）

一般食品（千円） 10,704,403 109.1

生鮮品（千円） 3,629,005 113.1

雑貨（千円） 572,443 110.0

小売部門小計（千円） 14,905,852 110.0

卸売部門（千円） 7,028 80.3

合計（千円） 14,912,880 110.0

　（注）上記金額には、消費税等は含まれておりません。

(2）販売実績

①　事業部門別販売実績

事業部門別の名称
当第１四半期連結会計期間
（自　平成21年６月１日
至　平成21年８月31日）

前年同四半期比（％）

一般食品（千円） 12,628,945 107.0

生鮮品（千円） 5,491,213 112.8

雑貨等（千円） 718,357 107.6

小売部門小計（千円） 18,838,516 108.6

卸売部門（千円） 8,286 34.6

その他（千円） 435,086 109.7

合計（千円） 19,281,890 108.6

　（注）１．上記金額には、消費税等は含まれておりません。

２．その他は、テナント家賃収入及び発注処理事務手数料収入が含まれております。

②　業態別販売実績

業態別の名称
当第１四半期連結会計期間
（自　平成21年６月１日
至　平成21年８月31日）

　　　　前年同四半期比（％）　　　　　　　　　　　
　　　　　　　

ディオ、ラ・ムー（千円） 18,652,410 108.7

生鮮市場ハッピィ（千円） 81,822 94.8

バリュー100（千円） 103,214 104.8

卸売部門（千円） 8,286 34.6

その他（千円） 436,156 109.4

合計（千円） 19,281,890 108.6

　（注）１．上記金額には、消費税等は含まれておりません。

２．その他は、インターネット通信販売、テナント家賃収入及び発注処理事務手数料が含まれております。
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③　地域別販売実績

地域別の名称
当第１四半期連結会計期間
（自　平成21年６月１日
至　平成21年８月31日）

前年同四半期比（％）

中国地区（千円） 10,112,007 102.9

関西地区（千円） 5,315,600 119.9

四国地区（千円） 3,409,838 110.9

その他（千円） 444,443 105.2

合計（千円） 19,281,890 108.6

　（注）１．上記金額には、消費税等は含まれておりません。

２．その他は、インターネット通信販売、卸売部門、テナント家賃収入及び発注事務手数料が含まれております。

(3）単位当たり売上高

項目
当第１四半期連結会計期間
（自　平成21年６月１日
至　平成21年８月31日）

前年同四半期比（％）

売上高（千円） 19,281,890 108.6

売場面積（期中平均）（㎡）

１㎡当たり期間売上高（千円）

80,912.73

238

107.0

101.5

従業員数（期中平均）（人）

１人当たり期間売上高（千円）

2,544

7,579

107.5

101.0

　（注）１．上記金額には、消費税等は含まれておりません。

２．期中平均従業員数（臨時雇用者を含む。）は８時間換算をもとに算出しております。　　　　　　　　　　　

２【事業等のリスク】

　　　当第１四半期連結会計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載

　　した事業等のリスクについての重要な変更はありません。　

　

３【経営上の重要な契約等】

　当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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４【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1) 業績の分析

     当第１四半期連結会計期間におけるわが国経済は、米国に端を発した世界的な金融危機の影響から、一部に景気の

   持ち直しの兆しが見られるものの、企業収益や雇用情勢の悪化が続いており、景気は全般的に厳しい状況で推移いた

   しました。

   　小売業界におきましては、雇用情勢の悪化による消費者の生活防衛意識の一段とした高まりや、値下げによる価格

　 競争の強まり、また、新型インフルエンザの発生や冷夏長雨など、経営環境は非常に厳しい状態が続いております。

   　このような経営環境の中、当社グループでは更なる価格優位性を確保するため新たな商品の開発や日々の競合店調

　 査による地域最安値の維持など「地域NO１価格」に注力してまいりました。

   　また、昨年４月より実施しております、購買頻度の高い商品約100品目を2割から5割値下げした「生活応援宣言セー

　 ル」を引き続き実施致しました。コスト面におきましては、作業の見直しや単価の見直し及び、作業効率の向上など

　 により経費の削減を図ってまいりました。

   　これらの結果、当第１四半期連結会計期間の売上高は192億８千１百万円（前年同期比8.6％増）、経常利益は10億

　 １千１百万円（前年同期比28.9％増）、四半期純利益は５億４千６百万円（前年同期比29.1％増）となりました。

　財政状態の状況につきましては、次のとおりであります。

（流動資産）

当第１四半期連結会計期間末における流動資産の残高は92億９百万円となり、前連結会計年度末に比べ10億１千

５百万円減少いたしました。

その主たる変動要因は、現金及び預金の減少（69億９千６百万円から63億８千３百万円へ６億１千２百万円減

少）によるものであります。

（固定資産）

当第１四半期連結会計期間末における固定資産の残高は、115億６千１百万円となり、前連結会計年度末に比べ９

千２百万円減少いたしました。その変動要因は、有形固定資産の減少（78億５千２百万円から77億４千７百万円へ

１億４百万円減少）に対し、投資その他の資産の増加（37億４千１百万円から37億５千４百万円へ１千３百万円

増加）によるものであります。

（流動負債）

当第１四半期連結会計期間末における流動負債の残高は、72億１千３百万円となり、前連結会計年度末に比べ12億

４千８百万円減少いたしました。その主たる変動要因は、未払法人税等の減少（11億６千６百万円から３億８千６

百万円へ７億８千万円減少）及び支払手形及び買掛金の減少（50億１千８百万円から47億６千９百万円へ２億４

千９百万円の減少）によるものであります。

（固定負債）

当第１四半期連結会計期間末における固定負債の残高は、23億２千７百万円となり、前連結会計年度末に比べ２億

１千万円減少いたしました。その主たる変動要因は、長期借入金の返済による減少（18億円から16億円へ２億円減

少）によるものであります。

（純資産）

当第１四半期連結会計期間末における純資産の残高は、112億２千９百万円となり、３億５千１百万円増加いたし

ました。その主たる変動要因は、利益剰余金の増加（79億２千６百万円から82億７千６百万円へ３億５千万円増

加）によるものであります。
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(2) キャッシュ・フローの状況

　　　　当第１四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という）は、当第１四半期連結会計期間期

首と比べて16億１千２百万円減少し、36億３百万円（前第１四半期連結会計期間末に比べて10億５千７百万円減

少）となりました。

当第１四半期連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は、次のとおりであります。

　　　（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　　　　営業活動により支出した資金は、８千８百万円（前第１四半期連結会計期間の３億９千１百万円の資金の増加に比べ

４億８千万円の減少）となりました。これは主に、税金等調整前四半期純利益（10億１千１百万円）及び資金の

支出を伴わない減価償却費（２億２千３百万円）などによる資金の増加要因を、法人税等の支払（11億４千３百

万円）などによる資金の減少要因が上回ったことによるものであります。

　　　（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　　　　投資活動により支出した資金は、11億４千万円（前第１四半期連結会計期間の１億９千７百万円の資金の支出に比べ

９億４千２百万円支出の増加）となりました。これは主に、定期預金の預入による支出10億円によるものであり

ます。

　　　（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　　　　財務活動により支出した資金は、３億８千３百万円（前第１四半期連結会計期間の４億１千９百万円の資金の支出に

比べ３千５百万円支出の減少）となりました。これは、長期借入金の返済（２億円）及び配当金の支払（１億６

千３百万円）などがあったことによるものであります。

 

(3) 事業上及び財務上対処すべき課題

当第１四半期連結会計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

(4) 研究開発活動 

　　　　該当事項はありません。
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第３【設備の状況】
(１）主要な設備の状況

当第１四半期連結会計期間において、前連結会計年度末に計画中であった店舗の改修が完了したために、新たに当

社グループの主要な設備となったものは、以下のとおりであります。

事業所名
（所在地）

 
設備の内容

帳簿価格(千円)
従業員数
(人)

建物及び
構築物

工具器具
備品

   土地
 （面積㎡）

リース資産 その他 合計

ラ・ムー坂出店

（香川県坂出市）
店舗設備 16,298 － － 6,898 － 23,197　11(43)

（注）１．上記金額には、消費税等は含まれておりません。

２．従業員数の（　）は、臨時雇用者数の年間の平均（８時間換算）を外書きで示しております。

 

(２）設備の新設、除却等の計画

　 当第１四半期連結会計期間において、前連結会計年度末に計画しておりましたラ・ムー坂出店の改修工事につい

ては、平成21年７月に完了いたしました。

また、当第１四半期連結会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設、拡充、改修、除却、売却等の計画はあ

りません。
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 43,600,000

計 43,600,000

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成21年８月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成21年10月13日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 14,398,400 14,399,000
東京証券取引所

（市場第二部）

権利内容に何ら限

定のない当社にお

ける標準となる株

式であり、単元株式

数は100株でありま

す。

計 14,398,400 14,399,000 － －

 （注）提出日現在の発行数には、平成21年10月１日からこの四半期報告書提出日までの新株予約権の行使により発行さ

れた株式数は含まれておりません。
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（２）【新株予約権等の状況】

  　旧商法第280条ノ20及び第280条ノ21の規定に基づき発行した新株予約権は、次のとおりであります。

①　平成15年8月28日臨時株主総会決議

 
第１四半期会計期間末現在
（平成21年８月31日）

新株予約権の数（個） 1,400

新株予約権のうち自己新株予約権の数（個） －

新株予約権の目的となる株式の種類 普通株式

新株予約権の目的となる株式の数（株）         2,800（注）4 

新株予約権の行使時の払込金額（円）         　230（注）4

新株予約権の行使期間
自　平成18年10月１日

至　平成21年９月30日

新株予約権の行使により株式を発行する場合の発行価

格及び資本組入額（円）

　発行価格　　230（注）4

　資本組入額　115（注）4

新株予約権の行使の条件 （注）１、２、３

新株予約権の譲渡に関する事項 取締役会の承認を要する。

代用払込みに関する事項 ―

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事項 ―

　（注）１．新株予約権者は、行使時において、当社または当社の関係会社の取締役、監査役または社員もしくはパート社

員でなければならない。ただし、当社または当社の関係会社の取締役もしくは監査役が任期満了により退任

した場合もしくは社員もしくはパート社員が定年により退職した場合はこの限りではない。

２．新株予約権者の相続人による新株予約権の行使は認めない。

３．その他の条件については、平成15年８月28日開催の定時株主総会及び平成15年８月28日開催の取締役会決議

に基づき、当社と新株予約権者との間で締結された新株予約権の割当に関する契約に定めるところによる。

４．平成17年12月12日の取締役会決議に基づき、平成18年１月31日付をもって株式１株につき2株の分割をいた

しました。これにより平成18年１月31日をもって新株予約権の目的となる株式の数、新株予約権の行使時の

払込金額並びに新株予約権の行使により株式を発行する場合の発行価格及び資本組入額は調整されており

ます。

②　平成17年8月25日定時株主総会決議

 
第１四半期会計期間末現在
（平成21年８月31日）

新株予約権の数（個） 109

新株予約権のうち自己新株予約権の数（個） －

新株予約権の目的となる株式の種類  普通株式 

新株予約権の目的となる株式の数（株）       21,800（注）4 

新株予約権の行使時の払込金額（円）       2,600（注）4

新株予約権の行使期間
自　平成19年9月 1日

至　平成25年8月31日

新株予約権の行使により株式を発行する場合の発行価格及

び資本組入額（円）

発行価格    2,600（注）4 

資本組入額  1,300（注）4 

新株予約権の行使の条件 （注）１、２、３ 

新株予約権の譲渡に関する事項 取締役会の承認を要する。 

代用払込みに関する事項 ―

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事項 ―
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 （注）１．新株予約権者は、行使時において、当社または当社の関係会社の取締役、監査役または社員でなければならな

い。ただし、当社または当社の関係会社の取締役もしくは監査役が任期満了により退任した場合もしくは社員

が定年により退職した場合はこの限りではない。

 ２．新株予約権者の相続人による新株予約権の行使は認めない。

 ３．その他の条件については、平成17年８月25日開催の定時株主総会及び平成17年10月18日開催の取締役会決議

に基づき、当社と新株予約権者との間で締結された新株予約権の割当に関する契約に定めるところによる。

４．平成17年12月12日の取締役会決議に基づき、平成18年１月31日付をもって株式１株につき2株の分割をいたし

ました。これにより平成18年１月31日をもって新株予約権の目的となる株式の数、新株予約権の行使時の払込

金額並びに新株予約権の行使により株式を発行する場合の発行価格及び資本組入額は調整されております。

 ③　平成17年８月25日定時株主総会決議

 
第１四半期会計期間末現在
（平成21年８月31日）

新株予約権の数（個） 148

新株予約権のうち自己新株予約権の数（個） －

新株予約権の目的となる株式の種類 普通株式

新株予約権の目的となる株式の数（株） 14,800

新株予約権の行使時の払込金額（円） 2,990

新株予約権の行使期間
自　平成19年９月１日

至　平成25年８月31日

新株予約権の行使により株式を発行する場合の発行価

格及び資本組入額（円）

  発行価格　    2,990　  

 資本組入額  　1,495   

新株予約権の行使の条件 （注）１、２、３

新株予約権の譲渡に関する事項 取締役会の承認を要する。

代用払込みに関する事項 ―

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事項 ―

 　（注）１．新株予約権者は、行使時において、当社または当社の関係会社の取締役、監査役または社員でなければな

 らない。ただし、当社または当社の関係会社の取締役もしくは監査役が任期満了により退任した場合もし

 くは社員が定年により退職した場合はこの限りではない。

 ２．新株予約権者の相続人による新株予約権の行使は認めない。

 ３．その他の条件については、平成17年８月25日開催の定時株主総会及び平成18年１月31日開催の取締役会決

 議に基づき、当社と新株予約権者との間で締結された新株予約権の割当に関する契約に定めるところによ

 る。
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（３）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。　

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

 平成21年６月１日～

　

 平成21年８月31日　

（注）１

1,80014,398,400 207 1,548,020 207 1,709,700

　
（注）１．新株予約権の権利行使によるものであります。

２．平成21年９月１日から平成21年９月30日までの間に、新株予約権の行使により、発行済株式総数が600株、資本

金及び資本準備金がそれぞれ69千円増加しています。

　

（５）【大株主の状況】

大量保有報告書等の写しの送付等がなく、当第１四半期会計期間において、大株主の異動は把握しておりませ

ん。　

 

（６）【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日（平成21年５月31日）に基づく株主名簿による記載をしており

ます。

①【発行済株式】

 平成21年８月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式    388,900　 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 14,008,600 140,086 －

単元未満株式 普通株式        900 － －

発行済株式総数 14,398,400 － －

総株主の議決権 － 140,086 －

 

②【自己株式等】

 平成21年８月31日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合

（％）

（自己保有株式）

大黒天物産株式会社

岡山県倉敷市堀南

704番地の５
388,900 － 388,900 2.70

計 － 388,900 － 388,900 2.70
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２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別
平成21年
６月

 
７月

 
８月

最高（円） 1,778 1,970 1,860

最低（円） 1,480 1,706 1,600

 （注）最高・最低株価は、東京証券取引所市場第二部におけるものであります。
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３【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書提出後、当四半期報告書提出日までにおいて、役員の異動はありません。
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第５【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

　なお、前第１四半期連結累計期間（平成20年６月１日から平成20年８月31日まで）は、改正前の四半期連結財務諸表

規則に基づき、当第１四半期連結会計期間（平成21年６月１日から平成21年８月31日まで）及び当第１四半期連結累

計期間（平成21年６月１日から平成21年８月31日まで）は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成してお

ります。

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第１四半期連結累計期間（平成20年６月１日から平

成20年８月31日まで）に係る四半期連結財務諸表について、監査法人トーマツによる四半期レビューを受け、当第１

四半期連結会計期間（平成21年６月１日から平成21年８月31日まで）及び当第１四半期連結累計期間（平成21年６

月１日から平成21年８月31日まで）に係る四半期連結財務諸表については、有限責任監査法人トーマツによる四半期

レビューを受けております。

　なお、監査法人トーマツは、監査法人の種類の変更により、平成21年７月１日をもって有限責任監査法人トーマツに

変更しております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成21年８月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年５月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 6,383,376 6,996,138

受取手形及び売掛金 2,025 3,148

商品及び製品 1,678,551 1,628,184

原材料及び貯蔵品 23,702 22,082

その他 1,121,882 1,575,960

貸倒引当金 △4 △4

流動資産合計 9,209,533 10,225,509

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） ※1
 5,608,881

※1
 5,767,352

土地 1,669,085 1,669,085

その他（純額） ※1
 469,816

※1
 415,850

有形固定資産合計 7,747,783 7,852,288

無形固定資産 59,011 60,573

投資その他の資産

建設協力金 1,170,550 1,189,777

差入保証金 1,321,964 1,307,233

その他 1,262,181 1,244,149

貸倒引当金 △13 △13

投資その他の資産合計 3,754,682 3,741,146

固定資産合計 11,561,477 11,654,008

資産合計 20,771,011 21,879,517
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（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成21年８月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年５月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 4,769,095 5,018,169

短期借入金 800,000 800,000

未払法人税等 386,137 1,166,739

賞与引当金 87,453 147,318

その他 1,170,848 1,330,292

流動負債合計 7,213,535 8,462,519

固定負債

長期借入金 1,600,000 1,800,000

その他 727,790 738,708

固定負債合計 2,327,790 2,538,708

負債合計 9,541,326 11,001,227

純資産の部

株主資本

資本金 1,548,020 1,547,813

資本剰余金 1,709,700 1,709,493

利益剰余金 8,276,635 7,926,015

自己株式 △311,590 △311,590

株主資本合計 11,222,765 10,871,731

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 206 647

少数株主持分 6,713 5,911

純資産合計 11,229,685 10,878,290

負債純資産合計 20,771,011 21,879,517

EDINET提出書類

大黒天物産株式会社(E03423)

四半期報告書

17/29



（２）【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成20年６月１日
　至　平成20年８月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成21年６月１日
　至　平成21年８月31日)

売上高 17,761,372 19,281,890

売上原価 13,808,490 14,864,535

売上総利益 3,952,881 4,417,354

販売費及び一般管理費 ※1
 3,155,563

※1
 3,401,751

営業利益 797,318 1,015,603

営業外収益

受取利息 7,599 10,285

受取配当金 310 298

その他 3,103 8,575

営業外収益合計 11,012 19,159

営業外費用

支払利息 20,602 16,937

その他 3,063 6,024

営業外費用合計 23,665 22,962

経常利益 784,665 1,011,800

特別利益

貸倒引当金戻入額 67 －

特別利益合計 67 －

特別損失

減損損失 4,203 －

特別損失合計 4,203 －

税金等調整前四半期純利益 780,529 1,011,800

法人税、住民税及び事業税 317,522 379,161

法人税等調整額 39,737 85,110

法人税等合計 357,260 464,271

少数株主利益又は少数株主損失（△） △212 802

四半期純利益 423,481 546,726
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成20年６月１日
　至　平成20年８月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成21年６月１日
　至　平成21年８月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 780,529 1,011,800

減価償却費 207,078 223,085

賞与引当金の増減額（△は減少） △44,569 △59,864

貸倒引当金の増減額（△は減少） △67 0

受取利息及び受取配当金 △7,909 △10,583

支払利息 20,602 16,937

建設協力金の家賃相殺額 － 23,616

長期貸付金の家賃相殺額 22,234 －

預り建設協力金の家賃相殺額 － △4,205

長期借入金の家賃相殺額 △4,205 －

減損損失 4,203 －

売上債権の増減額（△は増加） 5,060 1,122

たな卸資産の増減額（△は増加） 255,610 △51,986

その他の流動資産の増減額（△は増加） △168,223 348,870

仕入債務の増減額（△は減少） 220,908 △249,074

その他の流動負債の増減額（△は減少） △77,586 △184,435

その他の固定負債の増減額（△は減少） △200 △200

その他 3,556 3,830

小計 1,217,022 1,068,913

利息及び配当金の受取額 3,503 2,773

利息の支払額 △20,409 △17,047

法人税等の支払額 △808,629 △1,143,580

営業活動によるキャッシュ・フロー 391,487 △88,940

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 － △1,000,000

有形固定資産の取得による支出 △153,087 △120,234

有形固定資産の売却による収入 － 2,234

無形固定資産の取得による支出 － △269

差入保証金の差入による支出 △3,622 △15,031

差入保証金の回収による収入 8,988 300

長期貸付けによる支出 △44,822 －

その他 △4,952 △7,115

投資活動によるキャッシュ・フロー △197,496 △1,140,117
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（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成20年６月１日
　至　平成20年８月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成21年６月１日
　至　平成21年８月31日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

長期借入金の返済による支出 △200,000 △200,000

リース債務の返済による支出 △1,417 △20,237

株式の発行による収入 － 414

自己株式の取得による支出 △82,727 －

配当金の支払額 △135,261 △163,879

財務活動によるキャッシュ・フロー △419,405 △383,703

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △225,414 △1,612,761

現金及び現金同等物の期首残高 4,886,686 5,216,695

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※1
 4,661,271

※1
 3,603,933
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【表示方法の変更】

当第１四半期連結会計期間
（自　平成21年６月１日
至　平成21年８月31日）

（四半期連結貸借対照表関係）

　１．前第１四半期連結会計期間末において、投資その他の資産の「長期貸付金」に含めて表示しておりました建設協

力金（前第１四半期連結会計期間末1,259,202千円）は、その内容を明瞭にするため投資その他の資産の「建設協

力金」に変更しております。

　２．前第１四半期連結会計期間末において、流動負債の「短期借入金」に含めて表示しておりました預り建設協力金

（前第１四半期連結会計期間末14,586千円）は、流動負債の「その他」に含めて表示しております。

　３．前第１四半期連結会計計期間末において、固定負債の「長期借入金」に含めて表示しておりました預り建設協力

金（前第１四半期連結会計期間末150,585千円）は、固定負債の「その他」に含めて表示しております。　　

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書）

  １．前第１四半期連結累計期間において、営業活動によるキャッシュ・フローの「長期貸付金の家賃相殺額」とし

て表示しておりましたが、その内容を明瞭にするため「建設協力金の家賃相殺額」に変更しております。

  ２．前第１四半期連結累計期間において、営業活動によるキャッシュ・フローの「長期借入金の家賃相殺額」とし

て表示しておりましたが、その内容を明瞭にするため「預り建設協力金の家賃相殺額」に変更しております。

　

【簡便な会計処理】

簡便な会計処理については重要性が乏しいため記載を省略しております。

 

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

該当事項はありません。
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【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

当第１四半期連結会計期間末
（平成21年８月31日）

前連結会計年度末
（平成21年５月31日）

※１．有形固定資産の減価償却累計額は、3,808,803千円

　　であります。

※１．有形固定資産の減価償却累計額は、3,594,432千円

　　であります。

（四半期連結損益計算書関係）

前第１四半期連結累計期間
（自　平成20年６月１日
至　平成20年８月31日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成21年６月１日
至　平成21年８月31日）

※１．販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は

次のとおりであります。

 

従業員給料及び賞与 1,219,194千円

賞与引当金繰入額 68,790 

水道光熱費 302,741 

賃借料 479,820 

減価償却費 207,078 

※１．販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は

次のとおりであります。

 

従業員給料及び賞与 1,337,585千円

賞与引当金繰入額  87,453 

水道光熱費  313,319 

賃借料  526,679 

減価償却費  222,008 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

前第１四半期連結累計期間
（自　平成20年６月１日
至　平成20年８月31日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成21年６月１日
至　平成21年８月31日）

※１．現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に掲記されている科目の金額との関係

※１．現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に掲記されている科目の金額との関係

（平成20年８月31日現在） （平成21年８月31日現在）

現金及び預金勘定 4,950,644千円

預入期間が３か月を超え

る定期預金
△289,372 

現金及び現金同等物 4,661,271 

現金及び預金勘定  6,383,376千円

預入期間が３か月を超え

る定期預金
 △2,779,442 

現金及び現金同等物  3,603,933 
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（株主資本等関係）

当第１四半期連結会計期間末（平成21年８月31日）及び当第１四半期連結累計期間（自　平成21年６月１日　至　

平成21年８月31日）

１．発行済株式の種類及び総数

普通株式 14,398,400株

 

２．自己株式の種類及び株式数

普通株式 388,940株

 

３．配当に関する事項

配当金支払額　

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資 

平成21年８月20日

定時株主総会
普通株式 196,107 14 平成21年５月31日 平成21年８月21日利益剰余金
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（セグメント情報）

【事業の種類別セグメント情報】

　　　前第１四半期連結累計期間（自平成20年６月１日　至平成20年８月31日）

 小売事業の売上高の合計、営業利益の金額の合計に占めるの割合が、いずれも９０％を超えており、また、当該セ

グメント以外に開示基準に該当するセグメントはありませんので、事業の種類別セグメント情報の記載を省略し

ております。

　　　当第１四半期連結累計期間（自平成21年６月１日　至平成21年８月31日）

 小売事業の売上高の合計、営業利益の金額の合計に占めるの割合が、いずれも９０％を超えており、また、当該セ

グメント以外に開示基準に該当するセグメントはありませんので、事業の種類別セグメント情報の記載を省略し

ております。

【所在地別セグメント情報】

前第１四半期連結累計期間（自平成20年６月１日　至平成20年８月31日）

本邦以外の国又は地域に存在する連結子会社及び重要な在外支店がないため、該当事項はありません。

当第１四半期連結累計期間（自平成21年６月１日　至平成21年８月31日）

本邦以外の国又は地域に存在する連結子会社及び重要な在外支店がないため、該当事項はありません。

【海外売上高】

　　　前第１四半期連結累計期間（自平成20年６月１日　至平成20年８月31日）

　　海外売上高がないため、該当事項はありません。

　　　当第１四半期連結累計期間（自平成21年６月１日　至平成21年８月31日）

　　海外売上高がないため、該当事項はありません。

（有価証券関係）

　当第１四半期連結会計期間末（平成21年８月31日）　

有価証券は、当社グループの事業運営における重要性が乏しく、かつ前連結会計年度の末日に比べて著しい変動

が認められないため、記載しておりません。

（デリバティブ取引関係）

　当第１四半期連結会計期間末（平成21年８月31日）

デリバティブ取引の当第１四半期連結会計期間末の契約額等は、前連結会計年度の末日と比較して著しい変動は

ありません。

（ストック・オプション等関係）

当第１四半期連結会計期間（自　平成21年６月１日　至　平成21年８月31日）

　　　　該当事項はありません。 

EDINET提出書類

大黒天物産株式会社(E03423)

四半期報告書

24/29



（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第１四半期連結会計期間末
（平成21年８月31日）

前連結会計年度末
（平成21年５月31日）

１株当たり純資産額 801.09円 １株当たり純資産額 776.17円

２．１株当たり四半期純利益金額等

前第１四半期連結累計期間
（自　平成20年６月１日
至　平成20年８月31日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成21年６月１日
至　平成21年８月31日）

１株当たり四半期純利益金額 30.12円

潜在株式調整後１株当たり四半期

純利益金額
30.08円

１株当たり四半期純利益金額 39.03円

潜在株式調整後１株当たり四半期

純利益金額
39.01円

　（注）１株当たり四半期純利益金額及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおり

であります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自　平成20年６月１日
至　平成20年８月31日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成21年６月１日
至　平成21年８月31日）

(1)１株当たり四半期純利益金額         

四半期純利益（千円） 423,481 546,726

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益（千円） 423,481 546,726

期中平均株式数（株） 14,056,432 14,007,738

(2)潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額         

普通株式増加数（株） 19,479 3,942

　　　（うち新株予約権（株）） (19,479) (3,942)

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株

当たり四半期純利益金額の算定に含めなかった潜

在株式で、前連結会計年度末から重要な変動が

あったものの概要

－　 －　

（重要な後発事象）

　　　　該当事項はありません。
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２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成20年10月２日

大黒天物産株式会社
　 　取締役会　御中 

 監査法人トーマツ  

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 川合　弘泰　　印

 
指定社員

業務執行社員
 公認会計士 三宅　　昇　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている大黒天物産株式会社

の平成20年６月１日から平成21年５月31日までの連結会計年度の第１四半期連結累計期間（平成20年６月１日から平成20

年８月31日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結

キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査

法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、大黒天物産株式会社及び連結子会社の平成20年８月31日現在の財政状態

並びに同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していない

と信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成21年10月２日

大黒天物産株式会社

取締役会　御中 

 有限責任監査法人トーマツ  

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 川合　弘泰　　印

 
指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 三宅　　昇　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている大黒天物産株式会社

の平成21年６月１日から平成22年５月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平成21年６月１日から平成21

年８月31日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成21年６月１日から平成21年８月31日まで）に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レ

ビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務

諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、大黒天物産株式会社及び連結子会社の平成21年８月31日現在の財政状態

並びに同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していない

と信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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